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SnapshotとSnapshotオブジェクトの作成

Snapshotイメージの作成

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループからSnapshotイメージを手動で作成で
きます。これは_インスタント・スナップショット_または_インスタント・イメージ_と
も呼ばれます

開始する前に

• ベースボリュームが最適lである必要があります。

• ドライブが最適lである必要があります。

• スナップショット・グループを予約済みとして指定することはできません

• リザーブ容量ボリュームのData Assurance（DA）設定は、関連付けられているSnapshotグループのベー
スボリュームと同じである必要があります。

手順

1. 次のいずれかの操作を実行してSnapshotイメージを作成します。

◦ 選択メニュー： Storage [Volumes]オブジェクト（ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループ）
を選択し、メニュー：コピーサービス[インスタントSnapshotの作成]を選択します。

◦ メニューを選択します。Storage [Snapshots]。「スナップショットイメージ」タブを選択し、メニュ
ーから「Create [Instant snapshot]」を選択します。

Create Snapshot Image（スナップショットイメージの作成）ダイアログボックスが表示されます。オ
ブジェクト（ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択し、* Next *をクリックしま
す。ボリュームまたはSnapshot整合性グループに対して以前にSnapshotイメージが作成されている場
合は、インスタントSnapshotがただちに作成されます。それ以外の場合は、ボリュームまた
はSnapshot整合性グループのSnapshotイメージが初めて作成されるときに、Confirm Snapshot Image

ダイアログボックスが表示されます。

2. Create *をクリックしてリザーブ容量が必要であることを通知し、Reserve Capacityステップに進みま
す。

Reserve Capacityダイアログボックスが表示されます。

3. スピンボックスを使用して容量の割合を調整し、*次へ*をクリックして、テーブルで強調表示されている
候補ボリュームを受け入れます。

設定の編集ダイアログボックスが表示されます。

4. Snapshotイメージの設定を必要に応じて選択し、処理を確定します。
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フィールドの詳細

設定 製品説明

• Snapshotイメージ
の設定*

Snapshotイメージの上限

指定した上限を超え
たSnapshotイメージを
自動的に削除する場合
は、チェックボックス
をオンのままにしま
す。上限を変更するに
は、スピンボックスを
使用します。このチェ
ックボックスをオフに
すると、32個のイメー
ジが作成された時点
でSnapshotイメージの
作成が停止します。

リザーブ容量の設定

アラートを受け取るタ
イミング…

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り
少なくなったときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整しま
す。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えた場合は、事
前通知を使用して、残りのスペースがなくなる前にリザーブ容量を増やし
たり、不要なオブジェクトを削除したりします。

リザーブ容量がフルに
なった場合のポリシー

次のいずれかのポリシーを選択します。

• 最も古いSnapshotイメージをパージする- Snapshotグループ内の最も
古いSnapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイメージ
のリザーブ容量が解放されてグループ内で再利用されます。

• ベースボリュームへの書き込みを拒否--リザーブ容量の割合が定義さ
れた上限に達すると’リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベース
ボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒否されます

結果

• System ManagerのSnapshot Imagesテーブルに、新しいSnapshotイメージが表示されます。新しいイメ
ージがタイムスタンプおよび関連付けられているベースボリュームまたはSnapshot整合性グループ別にリ
ストされます。

• 次の状況に該当する場合は、Snapshotの作成が保留状態になることがあります。

◦ このSnapshotイメージを含むベースボリュームが非同期ミラーグループのメンバーである。

◦ ベースボリュームで同期処理を実行中です。同期処理が完了するとすぐにSnapshotイメージの作成が
完了します。
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Snapshotイメージのスケジュール設定

Snapshotスケジュールを作成して、ベースボリュームに問題が発生した場合のリカバリ
を有効にし、スケジュールされたバックアップを実行します。ベースボリュームまた
はSnapshot整合性グループのSnapshotは、日単位、週単位、または月単位のスケジュー
ルでいつでも作成できます。

開始する前に

ベースボリュームが最適lである必要があります。

タスクの内容

このタスクでは、既存のSnapshot整合性グループまたはベースボリュームのSnapshotスケジュールを作成す
る方法について説明します。

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージの作成と同時
にSnapshotスケジュールを作成することもできます。

手順

1. 次のいずれかの操作を実行して、Snapshotスケジュールを作成します。

◦ 選択メニュー： Storage [Volumes]

このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択し、
メニュー：コピーサービス[ Snapshotスケジュールの作成]を選択します。

◦ メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

[スケジュール]タブを選択し、[作成]をクリックします。

2. このSnapshotスケジュールのオブジェクト（ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択し、*

Next *をクリックします。

Create Snapshot Schedule（スナップショットスケジュールの作成）ダイアログボックスが表示されま
す。

3. 次のいずれかを実行します。

◦ *別のSnapshotオブジェクト*から以前に定義されたスケジュールを使用します。

詳細オプションが表示されていることを確認します。[詳細オプションを表示]をクリックします。[ス
ケジュールのインポート]をクリックし、インポートするスケジュールのあるオブジェクトを選択し
て、[インポート]をクリックします。

◦ *基本オプションまたは詳細オプション*を変更します。

ダイアログボックスの右上にある*その他のオプションを表示*をクリックしてすべてのオプションを
表示し、次の表を参照してください。
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フィールドの詳細

フィールド 製品説明

基本設定 日を選択

Snapshotイメージの個
々の曜日を選択しま
す。

開始時刻

ドロップダウンリスト
から、日単位
のSnapshotの新しい開
始時間を選択します
（30分単位で選択でき
ます）。デフォルトで
は、開始時刻は現在時
刻の30分前に設定され
ます。

タイムゾーン

ドロップダウンリスト
から、アレイのタイム
ゾーンを選択します。

• 詳細設定 *

日/月 次のいずれかのオプションを選択します。

• 毎日/毎週--同期スナップショットの個々の曜日を選択します日次スケ
ジュールを設定する場合は、右上の[すべての日を選択]チェックボッ
クスをオンにすることもできます。

• 毎月/毎年--同期スナップショットの個々の月を選択します[* on day(s)]

フィールドに、同期を実行する月の日を入力します。有効なエントリ
は 1 ~* 31 および Last *です。複数の日にちをカンマまたはセミコロ
ンで区切ることができます。日にちの範囲を入力するには、ハイフン
を使用します。たとえば、「1、3、4」、「10-15」、「Last」のよう
になります。月単位のスケジュールを設定する場合は、右上の[すべて
の月を選択]チェックボックスをオンにすることもできます。

開始時刻 ドロップダウンリストから、日単位のSnapshotの新しい開始時間を選択し
ます（30分単位で選択できます）。デフォルトでは、開始時刻は現在時刻
の30分前に設定されます。

タイムゾーン ドロップダウンリストから、アレイのタイムゾーンを選択します。

1日あたりのSnapshot

数/ Snapshotの作成間
隔

1日に作成するSnapshotイメージの数を選択します。複数を選択する場合
は、Snapshotイメージの作成間隔も選択します。複数のSnapshotイメー
ジを作成する場合は、リザーブ容量が十分にあることを確認してくださ
い。
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フィールド 製品説明

Snapshotイメージを今
すぐ作成？

スケジュールする自動イメージに加えてインスタントイメージを作成する
には、このチェックボックスをオンにします。

開始日/終了日または終
了日なし

同期の開始日を入力します。終了日を入力するか、「終了日なし」を選択
してください。

4. 次のいずれかを実行します。

◦ オブジェクトがSnapshot整合性グループの場合は、* Create *をクリックして設定を受け入れ、スケジ
ュールを作成します。

◦ オブジェクトがボリュームの場合は、* Next *をクリックして、Snapshotイメージにリザーブ容量を割
り当てます。

[ボリューム候補]の表には、指定したリザーブ容量をサポートする候補のみが表示されます。リザーブ
容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当て容量です。ホスト
から直接読み取ることはできません。

5. スピンボックスを使用して、Snapshotイメージにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実行しま
す。

◦ デフォルト設定を受け入れます。

デフォルト設定を使用してSnapshotイメージにリザーブ容量を割り当てるには、この推奨オプション
を使用します。

◦ データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザーブ
容量の候補リストを更新します。

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

▪ リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の40%です。通常はこの容量で十分で
す。

▪ 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびSnapshotイメージを収集
する数と期間によって異なります。

6. 「 * 次へ * 」をクリックします。

設定の編集ダイアログボックスが表示されます。

7. 必要に応じてスナップショットスケジュールの設定を編集し、*完了*をクリックします。
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フィールドの詳細

設定 製品説明

• Snapshotイメージ
の上限*

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする…

指定した上限を超え
たSnapshotイメージを
自動的に削除する場合
は、チェックボックス
をオンのままにしま
す。上限を変更するに
は、スピンボックスを
使用します。このチェ
ックボックスをオフに
すると、32個のイメー
ジが作成された時点
でSnapshotイメージの
作成が停止します。

リザーブ容量の設定

アラートを受け取るタ
イミング…

このスピンボックスを使用して、スケジュールのリザーブ容量が残り少な
くなったときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整します。

スケジュールのリザーブ容量が指定したしきい値を超えた場合は、事前通
知を使用して、残りのスペースがなくなる前にリザーブ容量を増やした
り、不要なオブジェクトを削除したりします。

リザーブ容量がフルに
なった場合のポリシー

次のいずれかのポリシーを選択します。

• 最も古いSnapshotイメージをパージする--システムは最も古
いSnapshotイメージを自動的にパージし、そのSnapshotイメージのリ
ザーブ容量を解放して、Snapshotグループ内で再利用します。

• ベースボリュームへの書き込みを拒否--リザーブ容量の割合が定義さ
れた上限に達すると’リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベース
ボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒否されます

Snapshot整合性グループの作成

整合性のあるコピーを保持するために、Snapshot整合性グループ_という名前の複数の
ボリュームのセットを作成できます。

このグループを使用すると、すべてのボリュームのSnapshotイメージを同時に作成して整合性を確保できま
す。Snapshot整合性グループに属する各ボリュームのことを「member volume_」と呼びます。Snapshot整
合性グループにボリュームを追加すると、そのメンバーボリュームに対応する新しいSnapshotグループが自
動的に作成されます。

タスクの内容
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Snapshot整合性グループ作成手順では、グループのメンバーボリュームを選択し、メンバーボリュームに容
量を割り当てることができます。

Snapshot整合性グループを作成するプロセスは複数の手順で構成されます。

手順1：Snapshot整合性グループにメンバーを追加する

メンバーを選択し、Snapshot整合性グループを構成する一連のボリュームを指定します。Snapshot整合性グ
ループに対して実行する操作はすべて、選択したメンバーボリュームに対して均一に実行されます。

開始する前に

メンバーボリュームが最適lである必要があります。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. スナップショット・コンシステンシ・グループ*タブをクリックします

3. メニューを選択します。Create [Snapshot consistency group].

Create Snapshot Consistency Group（Snapshot整合グループの作成）ダイアログボックスが表示されま
す。

4. Snapshot整合性グループにメンバーボリュームとして追加するボリュームを選択します。

5. [次へ]*をクリックし、に進みます手順2：Snapshot整合性グループ用の容量をリザーブします。

手順2：Snapshot整合性グループ用の容量をリザーブします

Snapshot整合性グループにリザーブ容量を関連付けます。Snapshot整合性グループのプロパティに基づい
て、System Managerから推奨されるボリュームと容量が提示されます。推奨されるリザーブ容量の設定をそ
のまま使用することも、割り当てられたストレージをカスタマイズすることもできます。

タスクの内容

ボリューム候補の表には、リザーブ容量ダイアログボックスで、指定したリザーブ容量をサポートする候補だ
けが表示されます。リザーブ容量は、コピーサービス処理やストレージオブジェクトに使用される物理割り当
て容量です。ホストから直接読み取ることはできません。

手順

1. スピンボックスを使用して、Snapshot整合性グループにリザーブ容量を割り当てます。次のいずれかを実
行します。

◦ デフォルトの設定をそのまま使用します。

各メンバーボリュームにデフォルトの設定でリザーブ容量を割り当てるには、このオプションを使用
します（推奨）。

◦ データストレージのニーズに合わせて独自の設定でリザーブ容量を割り当てることができます。

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

▪ リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の40%です。通常はこの容量で十分で
す。
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▪ 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびSnapshotイメージを収集
する数と期間によって異なります。

2. *オプション：*デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定し
たリザーブ容量の候補リストを更新します。

3. [次へ]*をクリックし、に進みます手順3：Snapshot整合性グループの設定を編集する。

手順3：Snapshot整合性グループの設定を編集する

Snapshot整合性グループの自動削除に関する設定とリザーブ容量に関するアラートのしきい値を確認し、必
要に応じて変更します。

タスクの内容

Snapshot整合性グループ作成手順では、グループのメンバーボリュームを選択し、メンバーボリュームに容
量を割り当てることができます。

手順

1. Snapshot整合性グループのデフォルトの設定をそのまま使用するか、必要に応じて変更します。
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フィールドの詳細

設定 製品説明

• Snapshot整合グル
ープ設定*

名前

Snapshot整合性グルー
プの名前を指定しま
す。

次の場合にSnapshotイメージの自動削除を有効にする…

指定した上限を超え
たSnapshotイメージを
自動的に削除する場合
は、チェックボックス
をオンのままにしま
す。上限を変更するに
は、スピンボックスを
使用します。このチェ
ックボックスをオフに
すると、32個のイメー
ジが作成された時点
でSnapshotイメージの
作成が停止します。

リザーブ容量の設定

アラートを受け取るタ
イミング…

このスピンボックスを使用して、Snapshot整合性グループのリザーブ容量
が残り少なくなったときにシステムからアラート通知を送信する割合を調
整します。

Snapshot整合性グループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えると、
事前の通知が表示され、残りのスペースがなくなる前にリザーブ容量を増
やしたり不要なオブジェクトを削除したりできます。

リザーブ容量がフルに
なった場合のポリシー

次のいずれかのポリシーを選択します。

• 最も古いSnapshotイメージをパージする- Snapshot整合性グループ内
の最も古いSnapshotイメージが自動的にパージされ、そのSnapshotイ
メージのリザーブ容量が解放されてグループ内で再利用されます。

• ベースボリュームへの書き込みを拒否--リザーブ容量の割合が定義さ
れた上限に達すると’リザーブ容量へのアクセスをトリガーしたベース
ボリュームに対するI/O書き込み要求はすべて拒否されます

2. Snapshot整合性グループの設定が完了したら、「*完了」をクリックします。

Snapshotボリュームの作成

ボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージへのホストアクセスを提
供するには、Snapshotボリュームを作成します。Snapshotボリュームは読み取り専用ま
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たは読み取り/書き込みのいずれかに指定できます。

タスクの内容

Snapshotボリュームの作成手順では、SnapshotイメージからSnapshotボリュームを作成し、ボリュームが読
み取り/書き込みの場合にリザーブ容量を割り当てることができます。Snapshotボリュームは次のいずれかと
して指定できます。

• 読み取り専用のSnapshotボリュームは、Snapshotイメージに格納されたデータへの読み取りアクセスを
ホストアプリケーションに提供しますが、Snapshotイメージを変更することはできません。読み取り専用
のSnapshotボリュームには、関連付けられたリザーブ容量はありません。

• 読み書き可能なSnapshotボリュームは、Snapshotイメージに含まれているデータのコピーへの書き込み
アクセスをホストアプリケーションに提供します。専用のリザーブ容量が割り当てられ、ホストアプリケ
ーションがベースボリュームに対して行った以降の変更を、参照元のSnapshotイメージに影響を与えるこ
となく保存するために使用されます。

Snapshotボリュームを作成するプロセスは複数の手順で構成されます。

手順1：Snapshotボリュームのメンバーを確認します

ベースボリュームまたはSnapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択します。Snapshot整合性グルー
プのSnapshotイメージを選択すると、確認用にSnapshot整合性グループのメンバーボリュームが表示されま
す。

手順

1. メニューを選択します。Storage [Snapshots]。

2. スナップショットボリューム*タブを選択します。

3. 「 * Create * 」を選択します。

Create Snapshot Volume（スナップショットボリュームの作成）ダイアログボックスが表示されます。

4. Snapshotボリュームに変換するSnapshotイメージ（ボリュームまたはSnapshot整合性グループ）を選択
し、* Next（次へ）をクリックします。[*Filter]フィールドのテキスト・エントリを使用して、リストを絞
り込みます。

Snapshot整合性グループのSnapshotイメージを選択した場合は、[メンバーの確認]ダイアログボックスが
表示されます。

[メンバーの確認]ダイアログ・ボックスで’スナップショット・ボリュームへの変換に選択したボリューム
のリストを確認し'[次へ]をクリックします

5. にアクセスします。

手順2：Snapshotボリュームをホストに割り当てる

特定のホストまたはホストクラスタを選択してSnapshotボリュームに割り当てます。これにより、Snapshot

ボリュームへのアクセスがホストまたはホストクラスタに許可されます。必要に応じて、あとでホストを割り
当てることもできます。

開始する前に

• 有効なホストまたはホストクラスタがHostsページに表示されています。
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• ホストに対してホストポート識別子を定義しておく必要があります。

• DA対応ボリュームを作成する前に、予定しているホスト接続でData Assurance（DA）機能がサポートさ
れていることを確認してください。ストレージアレイのコントローラのいずれかのホスト接続でDAがサ
ポートされていない場合、関連付けられているホストはDA対応ボリュームのデータにアクセスできませ
ん。

タスクの内容

ボリュームを割り当てる際は、次のガイドラインに注意してください。

• ホストのオペレーティングシステムには、ホストがアクセスできるボリュームの数に制限がある場合があ
ります。

• ホスト割り当ては、ストレージアレイ内のSnapshotボリュームごとに1つずつ定義できます。

• 割り当てられたボリュームは、ストレージアレイのコントローラ間で共有されます。

• 1つのホストまたはホストクラスタからSnapshotボリュームにアクセスする際に、同じ論理ユニット番号
（LUN）を2回使用することはできません。一意のLUNを使用する必要があります。

ホストクラスタにボリュームを割り当てようとすると、すでに確立されている割り当てと競合
しているホストクラスタへのボリュームの割り当ては失敗します。

手順

1. [ホストへの割り当て]ダイアログ・ボックスで’新しいボリュームに割り当てるホストまたはホスト・クラ
スタを選択しますホストを割り当てずにボリュームを作成する場合は、ドロップダウンリストから*

Assign later *を選択します。

2. アクセスモードを選択します。次のいずれかを選択します。

◦ 読み取り/書き込み-このオプションは、Snapshotボリュームへの読み取り/書き込みアクセスをホスト
に提供し、リザーブ容量を必要とします。

◦ 読み取り専用-このオプションは、Snapshotボリュームへの読み取り専用アクセスをホストに提供し、
リザーブ容量は不要です。

3. 「次へ」をクリックして、次のいずれかの操作を行います。

◦ Snapshotボリュームが読み取り/書き込みの場合は、Review Capacity（容量の確認）ダイアログボッ
クスが表示されます。にアクセスします。

◦ Snapshotボリュームが読み取り専用の場合は、Edit Priorityダイアログボックスが表示されます。にア
クセスします。

手順3：Snapshotボリューム用の容量をリザーブする

読み取り/書き込みのSnapshotボリュームにリザーブ容量を関連付けます。ベースボリュームまたはSnapshot

整合性グループのプロパティに基づいて、System Managerから推奨されるボリュームと容量が提示されま
す。推奨されるリザーブ容量の設定をそのまま使用することも、割り当てられたストレージをカスタマイズす
ることもできます。

タスクの内容

Snapshotボリュームのリザーブ容量を必要に応じて増やしたり減らしたりできます。Snapshotのリザーブ容
量が必要よりも多い場合は、サイズを縮小することで他の論理ボリュームに必要なスペースを解放できます。

手順
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1. スピンボックスを使用して、Snapshotボリュームにリザーブ容量を割り当てます。

[ボリューム候補]の表には、指定したリザーブ容量をサポートするボリュームだけが候補として表示され
ます。

次のいずれかを実行します。

◦ デフォルトの設定をそのまま使用します。

Snapshotボリュームにデフォルトの設定でリザーブ容量を割り当てるには、このオプションを使用し
ます（推奨）。

◦ データストレージのニーズに合わせて、独自の設定でリザーブ容量を割り当てます。

デフォルトのリザーブ容量設定を変更した場合は、*候補の更新*をクリックして、指定したリザーブ
容量の候補リストを更新します。

次のガイドラインに従ってリザーブ容量を割り当てます。

▪ リザーブ容量のデフォルト設定はベースボリュームの容量の40%で、通常はこの容量で十分で
す。

▪ 必要な容量は、ボリュームに対するI/O書き込みの頻度とサイズ、およびSnapshotイメージを収集
する数と期間によって異なります。

2. *オプション：Snapshot整合性グループのSnapshotボリュームを作成する場合は、「候補の変更」オプシ
ョンがリザーブ容量候補の表に表示されます。[候補の変更]をクリックして、代替リザーブ容量候補を選
択します。

3. [次へ]*をクリックし、に進みます手順4：Snapshotボリュームの設定を編集する。

手順4：Snapshotボリュームの設定を編集する

名前、キャッシュ、リザーブ容量に関するアラートしきい値など、Snapshotボリュームの設定を変更しま
す。

タスクの内容

読み取り専用のパフォーマンスを向上させる方法として、ソリッドステートディスク（SSD）キャッシュにボ
リュームを追加することができます。SSDキャッシュは、ストレージアレイ内で論理的にグループ化した一連
のSSDドライブで構成されます。

手順

1. Snapshotボリュームの設定をそのまま使用するか、必要に応じて変更します。
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フィールドの詳細

設定 製品説明

• Snapshotボリュー
ム設定*

名前

Snapshotボリュームの
名前を指定します。

SSDキャッシュの有効化

SSDで読み取り専用キ
ャッシュを有効にする
場合は、このオプショ
ンを選択します。

リザーブ容量の設定

アラートを受け取るタ
イミング…

*読み取り/書き込みのSnapshotボリューム*にのみ表示されます。

このスピンボックスを使用して、Snapshotグループのリザーブ容量が残り
少なくなったときにシステムからアラート通知を送信する割合を調整しま
す。

Snapshotグループのリザーブ容量が指定したしきい値を超えた場合は、事
前通知を使用して、残りのスペースがなくなる前にリザーブ容量を増やし
たり、不要なオブジェクトを削除したりします。

2. Snapshotボリュームの設定を確認します。[戻る]をクリックして変更を行います。

3. スナップショット・ボリュームの構成に問題がなければ'[終了]をクリックします
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